
筒
井
延
年
本
「
豊
後
国
風
土
記
」
　
の
翻
刻
と
若
干
の
問
題

は
じ
め
に

自
己
の
生
活
す
る
地
域
の
歴
史
を
認
識
し
、
自
ら
の
立
脚
点
を
確
か
な
も
の
と
し

た
い
と
い
う
意
識
は
、
古
今
東
西
の
人
び
と
に
潜
在
す
る
意
識
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
意
識
こ
そ
が
、
地
域
を
措
写
し
た
伝
来
の
典
籍
の
書
写
・
校
訂
作
業
に
人
び
と
を

か
り
た
て
、
こ
れ
を
後
世
に
伝
え
し
め
た
原
動
力
で
あ
ろ
う
①
。
い
わ
ゆ
る
古
風
土

記
と
い
わ
れ
る
奈
良
時
代
の
朝
廷
の
命
に
応
じ
て
諸
国
か
ら
上
進
さ
れ
た
地
誌
が
、

近
世
以
後
さ
か
ん
に
書
写
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
、
中
世
以
前
の
風
土
記
の
受
容
の
あ

り
か
た
と
異
な
る
地
域
へ
の
関
心
の
た
か
ま
り
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

現
存
の
「
豊
後
国
風
土
記
」
は
、
天
平
五
年
(
七
三
三
)
ご
ろ
に
上
進
さ
れ
た
も

の
が
、
書
写
・
伝
来
の
過
程
で
抄
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
直
接
の
狙
本
は
京
都
冷

泉
家
に
伝
わ
る
永
仁
五
年
二
二
九
七
)
書
写
本
と
さ
れ
て
い
る
。
以
後
、
七
百
年

を
こ
え
た
今
日
、
そ
の
伝
本
数
は
百
を
こ
え
る
と
さ
れ
る
②
が
、
「
豊
後
国
風
土
記
」

が
世
に
知
ら
れ
る
う
え
で
、
と
り
わ
け
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
の
が
、
荒
木
田
久

老
板
本
の
刊
行
(
寛
政
十
二
年
・
一
八
〇
〇
)
と
唐
橋
世
済
著
r
箋
釈
豊
後
風
土
記
』

で
あ
る
。
と
く
に
文
化
元
年
(
一
八
〇
四
)
　
に
刊
行
さ
れ
た
『
箋
釈
豊
後
風
土
記
』

は
、
「
豊
後
国
風
土
記
」
の
注
釈
本
と
し
て
先
駆
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
③
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
筒
井
延
年
の
識
語
を
も
つ
　
「
豊
後
国
風
土
記
」
は
、
唐
橋
世
済

の
著
述
や
荒
木
田
久
老
坂
本
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
臼
杵
藩
領
内
で
の
「
豊
後

国
風
土
記
」
　
の
講
読
を
伝
え
る
貴
重
な
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。
同
本
の
存
在
に
つ
い

て
は
、
佐
藤
四
倍
氏
の
労
作
④
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
評
価
に
は
疑
問
が

西
別
府
　
元
月

あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
は
「
豊
後
国
風
土
記
」
諸
本
な
ら
び
に
注
釈
本
の
集
成
な
ど

で
も
、
佐
藤
氏
の
指
摘
以
上
に
、
同
本
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
⑤
。

あ
え
て
、
筒
井
延
年
本
「
豊
後
国
風
土
記
」
を
翻
刻
、
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。

「
　
筒
井
延
年
本
　
「
豊
後
国
風
土
記
」
　
の
翻
刻

凡
例
　
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
校
合
の
便
を
考
え
、
極
力
原
文
に
忠
実
で
あ
る
よ
う

努
め
た
。
そ
の
た
め
以
下
の
よ
う
な
配
慮
を
し
た
。

1
.
異
体
字
・
正
字
、
古
体
・
略
体
文
字
の
混
用
な
ど
が
み
ら
れ
る
が
、
あ
え
て
統

一
し
な
い
。
た
だ
し
字
画
・
筆
順
の
乱
れ
な
ど
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
改
め
た
。

2
.
用
字
が
、
必
ず
し
も
正
当
と
思
わ
れ
な
い
場
合
で
も
、
傍
註
は
施
さ
な
い
。

3
.
文
字
を
抹
消
し
た
も
の
に
は
、
文
字
の
左
傍
に
・
を
付
し
た
。
別
字
を
重
ね
た

場
合
は
、
の
ち
に
書
か
れ
た
文
字
を
本
文
と
し
、
左
傍
に
・
、
右
傍
に
×
を
付
し

て
初
め
の
文
字
を
翻
字
し
た
。

4
.
返
り
点
、
送
り
仮
名
な
ど
に
欠
落
や
正
当
と
は
思
わ
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
て
も
、

訂
正
・
追
加
を
施
さ
な
か
っ
た
。

5
.
ゴ
ン
ベ
ン
の
行
書
・
草
書
は
サ
ン
ズ
イ
と
区
別
が
つ
け
に
く
く
な
る
が
、
底
本

の
場
合
も
「
古
註
」
か
「
古
注
」
か
判
別
し
に
く
い
も
の
も
あ
っ
た
。
と
く
に
直

入
郡
の
項
か
ら
楷
書
と
行
革
書
の
混
用
が
み
え
は
じ
め
、
次
第
に
行
草
書
に
移
行

し
た
よ
う
に
も
み
え
る
。
後
半
部
で
は
字
形
か
ら
「
古
注
」
と
翻
字
し
た
が
、
書

写
者
の
意
志
は
「
古
註
」
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

13
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題
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豊

(
一
丁
オ
)豊
　
後

在
　
昔

失
。
世

後
國
風
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記
」

風
　
土
　
記
序

元

明

帝

詔

諸

州

作

風

土

　

記

申

達

散

輿
二
少
レ
有
。
蓋
海
内
所
レ
侍
。
屋
上
ノ
乎
存
-
者
。
唯

シ

葬
出
-
雲
-
記
ト
輿
二
此
記
高
巳
。
要
レ
之
。
人
情
唯
新

貴
。
而
學
」
者
亦
秀
厚
。
不
レ
意
レ
存
二
其
畢
臭
。
雪
而

ノ
　
　
　
　
ヲ

侍
。
慶
ノ
以
至
レ
区
。
是

豊
非
レ
幸
欺
向
。
余

重
篤
。
然
匝
而
勝
義

可
惜
也
。
今
我
　
藩
有
二
此

探
質
甫
氏
之
　
戒
得
之
　
而

韓
-
北
。
難
謹
。
故
以
一
二
　
管

是不己
一
三
口
一

珍見
。

ヽ
.
.
′
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モ

二
之
訓
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寸
亦

安
　
永
　
八
　
年
　
巳
　
亥



(
一
丁
ウ
)

邦
　
人
　
臼
　
杵
藩
　
　
筒
　
井
　
延
年
謹
　
識

凡
　
例
　
井
有
給
圃
略
之
　
槍
園
者
　
八
　
郡
之
　
園
　
也

豊
　
後
　
國
　
風
　
土
　
記

積
　
日
　
本
　
記
　
目
　
元
　
明
　
天
　
皇
　
和
　
銅
　
六
　
年
　
芙

丑
　
夏
　
五
　
月
　
詔
　
諸
　
州
　
作
　
風
　
土
　
記
　
至
　
今
J
安
　
永

八
　
年
　
己
　
亥
　
几
　
丁
　
千
　
有
　
九
　
年

郷
　
四
　
十
　
里
一
百

云
　
萱
　
式
　
参
　
璋
　
伍

刑
　
部
　
尚
　
書
　
開
済

本
　
字
　
則
姦
　
人
　
得

十
　
二

肝
　
隋
　
等

字然
宋
邊
貫
昆
山
志
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有
之

以
盗
改
故
易
之
以
閲
防
之

一
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註

萩

園
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記

相
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始
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初
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教
　
用

耳
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始
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月
　
始

亭
　
輝
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一
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下
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一
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寺
　
式
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僧
寺
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寺
一

字
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註

四
　
字
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後
者
。
本
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豊
　
前
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合
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者
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シ
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ミ
ヤ
ノ
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
　
タ
ラ
シ
ヒ
コ
　
ス
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ラ
キ

日
　
代
宮
御
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字
　
大
　
足
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天
　
皇
。
景
行
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皇
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マ
キ
纏

ム
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代
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一
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一
豊
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別
　
四
　
年
　
冬
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ア
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津

十

一

月
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等
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祖
克ト、、、

郡
　
中
　
臣

忽
　
有
白
　
鳥
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こ

二
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向

一

是

謂

　

日
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之

ム

か
車
道
レ
治
二
豊
國
一
往
到

村
。
干
レ
時
　
日
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・
此
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村
4
克

即
チ
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僕
者
憲
猶
二
勤
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之
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以
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控
制
之
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遣
レ
看
二
其

化
ノ
為
レ
餅
。
片
時
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化
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無
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克
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手
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之

喜
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化
生
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未
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有
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日
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華
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也
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。
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開
音
一
作
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四
字
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註
　
天
皇

之
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有
　
之
有
日
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書
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多
此
文
例
　
即
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名
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レ
異
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之
　
感
。

而
参
二

於
レ
玄

手
　
云

賜
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後
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日
　
田
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物
。
地
之
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汝
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囲
。
可
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郷
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一

昔
者
シ
此
ノ
村
。
有

因
k
斯
名
・
日
l
一
無

旋神

之

時
一
発
二
筑
後
ノ
國

天
　
皇

イ
ク
　
ハ
ノ

生
　
業

征
コ
伐

カ
リ
　
ミ
ヤ

行
　
宮
。

名
テ
日
二
久
津
媛
パ
化
而

息
空
蝉
一
作
訴
一
四
字
古
註
因
レ
斯

為
レ
人
。
参

日
二
久
津

日
　
田
　
郡
　
者
。
詑
　
也
。
久
津
ハ
者
日
佐
津
也
佐
津
反

)63

三
　
字
　
古
　
註

ツ

チ

　

ク

　

モ

　

　

シ

ロ

土
蜘
昧
之
壁
。
不
レ
用
レ
石
築
。
以
レ
土
。

石
些
後
人
謂
二
石
井
郷
4
誤
也
。
郷



(
三
丁
ウ
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有
レ
河
名
目
二
阿
蘇
川
憲
ハ
源
出
二
肥
後
國
阿
蒲

郡
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國
之
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流
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郷
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球
珠
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合
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ア

　

ユ

一
川
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名
目
二
日
田
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年
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多
在
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倭
名
抄
戟
二
食
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経
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芸

魚
貌
似
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而
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有
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白
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四
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オ
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シ

　

ギ

ノ
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磯
城
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ク
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カ
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皇
　
日
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日
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極
レ
陵
。
陵
大
卓
也
枝
幹
直
美
。
俗
日

改
二
直
入
郡
パ
是
也

郷

一

在

郷

南

一

三

字

古

註

ヽ

1

.

′

′

04

レ
し止酢
け
K
n
P
頻在

　
柏
　
原
　
郷
　
之
　
南

生
。
因
　
日
　
柏
　
原
　
郷

六
　
字
　
古
　
注

昔野

者
　
纏

有
二
土

向
　
日
　
代

蜘
昧
パ
名

宮
　
御
.
宇
　
天
　
皇
　
行
幸
　
之
　
時

ウ
チ
　
サ
ル
　
ヤ
　
　
タ
、
ク
ニ
　
マ
　
　
ロ

日
　
打
援
　
八
　
田
　
國
　
磨
　
侶
。
等



(
五
丁
ウ
)人天

等
三
人

有
　
三
　
土

十
二
年

字

羞

行

文

也

自

本

紀

日

景

行

天

皇

。

冬

十

月

於

二

直

入

螺

祢

疑

野

一

蜘
昧
一
日
打
瑳
　
二
　
日
　
八
　
田
　
三
　
日
國
磨
侶

因
△
断同其天

皇
　
親

謂
二
祢

欲
伐
此
賊
。
在
二
玄
野
パ
勅
歴
螢
二
兵
衆
」

ン
バ
〈
子
キ
ラ
フ

疑
野
パ
是
也
。

石天野皇

在
　
柏
　
原
　
郷
　
之
　
中

六
　
字
古
注
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

欲
レ
伐
二
土

有
レ
石
。
長

昧
一
之

尺
。
贋

賊
華
於
柏
一
獣
八

●

三
　
尺
　
厚
一
尺
　
五

14

祈
レ
之
　
日
。
朕

賂
レ
滅
二
此

相
葉
一

ク
　
　
タ
、
、
、

△
球
軍

此
　
村

學
上
焉
。
即
擬
レ
之
。
騰
如

賊
憲
田
下
豚
二
琴
石
盲
ロ
バ
如
二

相
葉
。
因
日
二
顔
石
野
り

郷

古

郡

北

一

三

字

古

注

今

属

岡

ナ
ソ
ラ
フ

有
泉
。
同
天
皇
行
幸
之
時
。
奉
服
之
人
擬
二



(
六
丁
オ
)於於莫軍

御意令郷

飲
。
令
レ
汲
二
泉

天
　
皇
　
勅
　
云

汲
用
。
因
レ
斯

者
ぺ
批
也
。

水
パ
即

如名

賂

　

　

オ

　

カ

ミ

有
二
蛇
寵
一
-
謂
於
箇
美
一
四
字
古
註

有

衆

　

衆

疑

島

字

鼻

輿

臭

同

悪

気

也

目
鼻
泉
。
国
鳥
レ
名
今
謂
二
球

△
宮
　
虎

同
　
天

野
パ
是

△
球
　
軍

此
ノ
峰

名
　
目

野皇以峰

朽
　
網
　
郷
　
所
　
有
　
之

野

七
　
字
　
古
　
註

レ
征
コ
伐
二
土

、
蜘

カ

リ

ミ

ヤ

昧
一
之
時
起
二
行
宮
於
此

)り
】
4

名
目
二
宮
虔

「
劇
l
射
l
副
」
　
三
字
古
註

野
」

イ
タ
、
キ
頂
　
大
　
垣

神
河
。
亦
有
二
二

ハ
続
也
畢
有
二
救

湯
河
一
流
合
二
神

=
○
異
本
∴
救
作
数

-
ノ
一
致
下
恐
有
脱
字

=
　
「
血
盟
l
矧
到
四
字

-
.
ノ
一
古
注
　
　
　
P



(
六
丁
ウ
)

○
大
　
野
　
郡
　
倭
名
紗
日
田
口
大
野
緒
方
三
重
　
騨
武
一
昨
　
　
烙
萱
一
昨

郷
レ
し止郡

バ
ツ

△
海昔彷石

辞
　
所
-
里
一
十
二
　
四
字
古
住

郡
所
部
-
ハ
兢
也
　
悉
皆
原
　
野
。
因
斯
.
名
　
目
　
大
　
野

か
朴
市
。
如
撃
並
在
郡
南
-
四
字
古
住

者
纏
向
日
代
官
御
宇
天
皇
在
一
事
早
ノ
行
宮
『

°

欲
レ
誅
二
鼠
石
窟
土
蜘
昧
4
両
詔
二
群
臣
一
伐
l
嶺
海

34

楷
樹
り
海

石

楷

樹

ハ

即

山

茶

花

之

類

今

俗

云

椿

是

也

按

万

葉

集

及

和

名

抄

椿

輿

二

海

石

棺

一

骨

訓

二

豆

波

木

一

貝

原

好

古

駁

此

説

日

椿

木

名

樗

属

也

和

塙

俗

以

成

山

茶

花

為

椿

者

甚

誤

也

未

知

凱

是

　

作

　

椎

為

兵
。
禁
錮
錮
㌢
即日い
簡
二
猛
卒
一
授
レ
兵
。
椎
以
穿
レ
山
靡



(
七
丁
オ
)革血之ナ

△
納同片

-
靡
一
作
排
-
四
字
古
注
襲
二
石
室
土
蜘
昧
一
両
誅
殺
。
流

ツ
ブ
ナ
ギ
ヲ

没
レ
株
。
其
作
椎
之
虞
。
日
二
海
石
楷
市
り
亦
流
レ
血

虜
。
日
二
血
田
一
也
。
日
本
紀
日
即
留
干
来
田
見
邑
権
興
宮
室
居
之

ギ磯
　
野
「
到
射
l
副
副
一
四
字
古
注

天
　
皇
　
行
　
幸
之
　
時
　
此
　
間
有
　
土
　
蜘
昧
名

鹿
奥

謂

志

努

片

意

招

一

作

小

行

鹿

奥

シ
昇
　
へ
√
千
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
1
　
4

十
三
字
共
古
注
.
h

臣
二
作
小
行
鹿
宮
-
六
字
古
註
此
土
蜘
昧
二
人
擬
コ
為

作
　
目
　
猿
ス
。
訂
一
作
目
一
四
字
古
注
按
御
膳
下
恐
有
閑
文
其
猿

ア

ナ

ヒ

ス

甚
　
謹
。
天
　
皇
　
勅
　
云
　
大
　
吉
一
謂
阿
那
美
浜
一
五
字
古
注
　
因

大
草
野
一
。
今
謂
二
納
磯
野
者
。
批
也
。

日片御大斯

小鹿膳
『
聾日

二

)44



(
七
丁
ウ
)

○

海

部

郡

摘

摘

妙

。

佐

加

穂

門

佐

井

丹

生

。

田

在

田

夜

間

。

理

父

連

所
一
里
一
十
二
一
四
字
古
注

ア

此
　
郡
百
姓
並
　
海
邊
ノ
自

騨マ水

萱

帝也

催
武
一
昨

白
水
郎
海
人
也
日
本
紀
云

漁

人

是

也

萬

葉

集

豊

後

國
白
水
郎
歌
。
云
久
礼
奈
井
仁
曾
女
天
之
己
呂
毛
阿
女
不
利
天
仁
保
比
半
須
土
毛
字
川
呂
半
女
也
毛

因
日
海
部
郡
誓
招
鯛
譚
錯
緋
泄
算
盤
航
柏
真
鍋
鵠
踊
摘

力

日

豊

之

佐

賀

関

眞

佳

境

也

東

邊

海

際

輿

辣

之

西

邊

野

晰

舷

歩

里

許

所

謂

門

也

中

有

鷹

島
潮
候
渦
旋
若
川
流
敦
張
西
適
舶
岸
曲
浦
亦
上
等
安
轟
也
在
昔
寛
大
友
部
内
始
置
開
院

遇
所
一
法
路
往
来
者
先
経
本
邦
奉
司
収
=
受
過
所
一
無
退
所
者
不
得
度
開
此
以
密
遜
首
州
最

為
二
要
津
一
故
也
今
属
肥
後
尚
置
津
邁
東
南
滑
路
俗
呼
目
黒
濱
白
濱
其
間
相
距
舷
道
一

里

殆

殆

如

置

書

以

分

黒

白

也

黒

濱

森

石

凝

黒

如

積

銭

白

濱

沙

石

純

白

如

米

砂

且

産

棋
子
鏡
石
不
知
二
幾
許
一
可
レ
謂
下
雄
壊
絶
特
不
二
常
設
一
者
上
央
稗
西
有
金
洞
洞
戸
可
四
五
尺
不
知
其

達

峻

厳

突

九

臨

海

上

恢

崖

危

岸

峰

眺

邁

進

所

謂

眞

山

従

作

促

山

看

者

也

戎

日

此

蓋

凝

露
墓
也
杜
陽
雑
編
日
本
国
有
凝
露
重
々
上
有
手
談
池
々
上
産
玉
棋
子
恐
即
指
此
地
而
言
也

△
丹
　
生
　
郷
「
劉
叫
到
　
三
字
古
注

)54



(

八

丁

オ

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ミ

ナ

昔

時

之

人

取

此

山

沙

該

朱

沙

誓

因

旦

一

丹

郷

。

聞

之

故

老

今

猶

出

朱

沙

予

家

令

栽

朱

沙

其

色

赤

少

加

レ

紫

生

△
佐ヒ止ホ

△
穂

郷
可
射
-
薗
　
三
字
古
注

郷
　
薔

ト門
　
郷

名
二
酒
井
パ
今
謂
佐
尉
郷
者
。
批
也
。

釘
l
l
馴
l
l
判
　
三
字
古
注

昔
者

日
J
O
門

P

　

迫

美
　
央

以
　
進

也
。

纏
向
　
日
　
代
官
御
宇
　
天
　
皇
　
御
船
　
泊
於

猶也

海
　
底
多
生
　
藻
-
生
藻
一
作
生
海
藻
-
七
字
古
注
　
而

二

　

ク

マ

即
勅
日
。
取
二
寂
勝
海
藻
一
「
副
叫
瑚
利
四
字
古
注
便

御
一
因
日
二
寂
勝
海
藻
門
4
今
謂
二
穂
門
一
者

ヒ止長令詑

64
一



(
八
丁
ウ
)
　
オ
　
イ
タ

○
大
　
分

郷
　
玖

郡一
昨

倭
　
名
　
紗
　
日
　
阿
　
南
　
植
　
田

×
跡

津
　
守
　
荏
　
隈
　
判
　
太
　
跡

異
本
堺
　
今

雨
　
下
有

「
到
」
劃

四
字
古
注

僧

寺

尼

寺

国
　
府
　
嘗
　
王

昔
　
者
　
纏
　
向

ヨ
リ

行
」
呂
。
幸
二
於

郡
　
也
　
宜
　
名

山
　
金目ヒ止碩

騨字按
光
　
明

萱
一
昨

蜂
萱
一
昨

膏

記

目

元

正

　

天

皇

養

老

五

年

寺
　
是
　
其
一
也

部
　
武
　
蔵
　
笠
　
祖
　
神
　
前

土
寸
式
一
昨

毎

州

造

国

分

寺

立

代
　
官

郡
パ
遊

田
　
國

御
宇

天覧
地
形

有
田
謂
大
分
一

五
字
古
注

皇嘆今

豊日田日
三
一
P

緑
　
也

日

本

紀

日

景

行

天

皇

十

二

年

秋

九

月

天

皇
遂
章

前廣大

ツ
ク筑
紫
到

國
　
京

大
　
哉

分
。
斯

け
n
ド
ノ

者レし止其

74

豊

前

國

長

峡

願
輿
行
宮
而
居
号
二
其
虚
一

名
碩
田
也

日
レ
京
也
冬
十
月
到
碩
田
国
其
地
形
廣
大
亦
麗
因

△
大
　
分
　
河
「
可
呵
咄
　
三
字
古
注

此
河
之
源
出
直
入
郡
朽
網
峯
。
(
躍
輿
救
軍
同

指

東
　
下



(
九
丁
オ
)流
経
。
過
此
郡
遂
入
二
東
海
り
因
日
大
分
河
年
魚

多
在

△
酒
　
水

此
　
水

其
　
色

作
1
-
呵
一

ハ
ヤ
　
ミ

○
速
　
見

釘
l
叫
l
到
　
三
字
古
注

之
源
。
出
二
郡
ノ
西
指
野
之
磐
中
り
ヒ
日
章
レ

南
　
下
　
流
。

ハ
タ

如
水
昧
小
酸
焉
門
疑
脱
用
療
二
痴

八
　
字
古
注
朕
太
気
異
　
本
作
膜
太
東
合
従
之
按
痴
癖
　
ハ
乾
瘍
也

郡

　

倭

名

紗

日

朝

見

八

坂

田

布

大

神

山

香

84

(

昔
者
纏
向
　
日
　
代
官
御
宇
　
天
　
皇
　
欲
　
誅
球
磨
贈
。

幸
　
於
∵
築
　
紫

和
爾
雅
日
九
州
此
称
鎮
西
或
称
筑
紫
其
所
以
稀
筑
紫
者
諸
説
紛

、
、
恐
皆
姿
謬
、
未
足
信
也
嘗
聞
上
世
異
国
賊
兵
屡
来
侵
於
我
国
西

邊
以
此
筑
前
北
海
濱
築
石
塁
以
防
之
故
名
其
地
目
築
石
後
世
称
筑
紫
則
築
石
之
轄
語
耳

、



(
九
丁
ウ
)従
　
周

泊
二
於

有
　
女

皇
　
行

四
字
古
注
育三

名

防
　
國

海
　
部

人
　
名

幸
。
親

日
　
鼠

佐郡日白石

白
。
人

霊
銅
又

裟宮速奉窟於

津
脊
船
而
度
-
誓
㌔
墜
通
四
字
古
住

浦
憲
佐
賀
関
今
宮
浦
是
也

日
二
打

五歌謡改

大
人
使
謡
也
詞
　
記

其
　
詞

暴
　
衆
　
類

不
レ
従
二
皇

取

意

於

是

津
媛
。
為
　
其

迎
　
奏
　
言
。
此

土
　
蜘
　
昧
　
二

直
　
入
　
郡
　
祢

援
　
八
　
田
　
國

亦

多

在

悉

命
パ
若
強
喚

天
　
皇
　
遣
　
兵

虞
　
之

山
　
有

人
　
住

時
於
二
此

長
。
即
・
聞

大
　
盤

疑
野
り
有

磨
侶
パ
是

皆

一
…
舌

三
一
n

窟名蜘大曲曲焉悉

村
一
天「
司
到日昧並

日
　
歌

日
謡

○
此
三
旬
則誅

94



(
一
〇
丁
オ
)
滅
因
。
斯
名
目
二
速
津
媛
國
パ
後
人
改
日
速
見
郡
。

△
赤
　
湯
　
泉
一
在
郡
西
北
l
　
四
字
古
注

レ
し止丈泥湯

温
泉
　
之
　
穴
在

許
　
湯
　
色
　
赤
　
而

土
流
出
レ
外
欒

泉

郡
　
西
　
北
　
竃
　
門
　
山
。
其
　
周
　
十
　
五

有
二
泥
土
パ
用
テ
足
塗
屋
柱
異
本
柱
作

糖

05

二
清
水
り
指
レ
東
下
流
。
因
日
二
赤

△
玖
　
倍
　
理

レ
し止

湯
　
井

鈴
。
湯
　
色

レ
ハ

大
　
言
。
驚

湯
　
井
司
耐
l
可

在
　
郡
　
西
　
河

黒
。
泥
　
土
　
常

鳴
　
涌
　
勝
　
二

三
　
字
古
注

直
　
山
　
東

河
　
直

鉄
　
輪

羞是

ク
「

誓
序
口
注
文

不
　
流
　
人
　
窺

丈
鎗
許
。
其

到
二
井
邊
パ
沓
レ
聾

へ

気
職
熱
。
不
レ
可
二



二
〇
丁
ウ
)
向
　
眠

泥
近
也

緑

邊

草

木

悉

皆

枯

萎

…

瞞

因

日

温

湯

井
。
俗
　
語

日
　
玖
倍
　
理
　
湯
井

臥

遊

漫

抄

日

鉄

輪

都

側

有

温

泉

呼

翁
赤
湯
潤
十
許
丈
純
赤
如
朱
下
足
便
爛

能
熟
生
物
。
時
見
赤
魚
辞
泳
。
風
土
記
日
。
其
泥
土
赤
。
用
塗
二
屋
華
。
是
也
。
湯
勢
回
旋
勃
、
、
上
升
。
殆
如
二
旭

彩
晩
霞
虹
寛
斜
度
一
。
南
里
許
有
小
池
。
潤
二
丈
鈴
。
漢
文
許
。
横
有
小
洞
。
温
泉
出
焉
。
盈
潤
。
自
有
走
候
。
格

盈
則
。
霹
靂
鳴
動
。
熱
湯
奮
費
。
炎
気
特
甚
。
土
人
。
呼
日
鬼
山
地
獄
。
且
号
地
獄
者
。
皆
温
湯
也
。
比
落
野

次
有
三
敷
虞
。
沸
湯
浦
出
。
気
若
白
雲
。
熱
水
奇
費
。
地
若
蹟
火
。
村
人
相
集
。
熟
米
飯
之
。
戎
熟
菜
読
。

以
易
火
食
。
南
二
里
程
有
別
府
湯
寒
温
自
協
能
療
萬
疾
特
不
仁
瘡
癖
断
根
而
愈
可
謂
霊

泉

央

赤

湯

玖

倍

理

湯

羞

謂

是

等

温

湯

也

△
柚
　
冨

此
　
郷

常
　
取

△
柚
　
冨

此
　
峰

け
K
l
、
ド
辣之拷峯頂

「
副
耐
耐
コ
三
字
古
注

15

中

拷

樹

皮
　
以
　
造

一
在
柚
冨
郷
西
一

三
穂
浦
。
小
竹

有
　
石
　
室

多ユ木

生7
日
巾
〇

五
朴

井
澤
長
秀
俗
説
排
日
陸
機
云
荊
陽
謂
之
穀
中

州
謂
之
樽
今
按
木
綿
ハ
穀
也
杜
中
也
拷
也

因
　
日
　
柚
　
冨
　
郷

五

字

古

注

按

和

爾

雅

載

豊

後

名

所

日

木

綿

山

姫

嶋

嶋
笠
縫
嶋
四
極
山
安
岐
湊

其
深
ク
一
十
鎗
丈
高
八
　
丈
　
四



(
一
一
丁
オ
)
尺
廣
　
三
　
丈
　
鈴
。
常
有
水
凝
。
経
夏
　
不
解

九
柚
冨
郷
近
二
於
此
峰
り
因
以
為
二
峯
名
ペ
異
本
作
常
有
水

凝
過
夏
不
解

萬
菓
集
歌
忠
出

時
者
為
便
無
豊

国
之
木
綿
山
雪
之
.
可
消
所
念
。
所
謂
筑
紫
不
二
峯
是
也
。
絶
頂
二
峯
。
秀
佐
吃
立
。
西
日
西

嶽
東
日
東
嶽
其
間
相
距
数
百
丈
山
雲
時
封
石
乳
日
滴
。
西
北
畳
級
之
下
。
有
一
大
洞
。
俗
名
嘔
氏

晴
好
空
潤
。
千
嵯
競
秀
。
走
獣
不
到
而
況
人
哉
。
此
記
所
載
。
即
此
洞
也
。
洞
中
幽
遠
非
目
撃

所
及
也
然
自
嶺
而
臨
之
。
乃
有
三
級
。
哨
絶
隆
嘱
。
絶
無
人
跡
。
居
人
云
古
老
相
停
此
大
洞
三

級
之
隆
時
戎
聞
有
金
石
練
竹
之
音
韮
仙
舘
也

ク
ビ
レ

△
頸
　
峯

此
　
峯

在
　
柚
　
冨
　
峯
　
西
　
南

六
　
字
　
古
　
注

)25

下
　
有
水
　
田
。
本

子肋来

語
l
鹿
恒

喫
"
之
。
田
主

名
二
宅

造
柵

甲
『
甲
　
疑
　
田

誤

ナ
ヱ

字
此
田
首
-
子

己
　
頸
　
容
　
柵
　
間

喫

レ
斬
二
其
頸
『
千
時
鹿
請

云
。
我

柵
箱
同
籠
也
編

木
鶏
之

百
子
。
田

今
　
立
　
盟

伺
　
待
　
鹿

主
　
摘
-
獲

日
日
リ
至賂

言
立
　
響

約
也

免
識
我
.



(
一
一
丁
ウ
)
苑
　
罪
　
若
　
重
　
大

勿
レ
喫
二
百
子
」
田

輌
免
星
鈷
摘
日
時

.

恩
　
得
　
更
　
存
　
者

主
　
於
　
五
　
大
懐

存
　
者
　
言

全
　
命
　
也

以
　
来

田
富
作
日
下
有

日
時
以
降
可
見

怪
　
異

此
　
田

告
　
我
　
子
　
孫

放
　
免
　
不
　
斬

首
　
子
・
不
　
被

鹿
喫
誼
品
柄
等
令
獲
其
宴

レ
有
レ
覆
二
車
粟
一
是
言
人
聴
戎
通
鳥
獣
之
情
田
主
殆
似

二
子
羞
此
田
主
所
レ
捕
之
鹿
。
謝
棍
所
レ
獲
妖
魔
之
類

名

令
昔
作
今
愚
按
如
下
介
ノ
葛
虚
聞
牛
鳴

知
生
三
犠
公
冶
長
兄
=
群
-
雀
相
-
呼
一
知

因
　
日
　
頸
　
田
　
兼

35

△
田
　
野
一
在
郡
西
南
一
四
字
古
注

此
野
廣
大
。
土
抜
レ
畔

レ
費
同
畔
ハ
田
界
墾
ハ
閥
也

開

田

用

力

反

土

也

多
　
聞
水
　
田
　
鎗
ヒ止

之
便
焉
。
涌
」
軸
周
航
璃
…

郡
内
。
百
姓
居
二
此
野
ペ

糧
宿
レ
畝

宿
ノ
止
大
。
奪
二
己
力
富
り
作
餅
鵠

也



(
一
二
丁
オ
)
イ
ク
ハ
ト

レ

的
。

日
浮
羽苑

按
的
未
レ
詳
レ
為
二
何
物
】
也
日
本
紀
日
景
行
天
皇
十
八
年
秋
八
月
到
的
邑
而
進
食
是
日

勝
夫
等
萄
蓋
故
時
人
号
下
其
思
蓋
虞
上
目
二
浮
羽
】
今
謂
レ
的
者
。
批
也
昔
筑
紫
俗
号
蓋

水
○
國

け
K
u
r
発音國

レ
見

△
伊

千
時
　
餅
化
白
鳥
　
沓
而
　
南
　
飛
昔
年
　
之
間
百
姓

絶
水
田
不
造
遂
以
荒
廃
自
レ
時
以
-
降
不
レ
旦
一

田
ペ
今
謂
二
田
野
ペ
其
緑
也
。

暗
　
郡
　
鴫
戎
作
東
倭
名
紗
日
武
蔵
。
乗
組
。
国
前
。
由
染
。
阿
岐
。
津
守
。
伊
美
。

六
　
両
亘
一
十
六
l
　
四
字
古
注

者
纏
向
　
日
　
代
　
官
御
宇
　
天
　
皇
　
御
船
　
従
　
周
　
防

佐
婆
津
4
沓
而
度
レ
之
。
遥
。
寛
一
此
國
一
勅
日
彼
所

、

者
。
若
國
之
崎
ペ
因
テ
日
二
國
崎
部
4

美
　
郷
「
封
l
訓
l
型
　
三
字
古
注

45



(
一
二
丁
ウ
)同
　
天
　
皇
　
在
此
　
村
。
勅
　
日
。
此
　
國
道
　
路
遥
　
遠
　
山
　
谷

阻
深
-
誓
招
堕
往
還
疎
稀
。
…
疏
乃
得
レ
見
レ
囲
。
掴
…
掴
上

l

因
　
日
国
見
村
。
今
謂
伊
、
美
郷
。
其
詑
也
。

豊
　
後
　
風
　
土
　
記
終

讃
豊
　
後
風
　
土

維
　
昔
　
景
　
行
　
代
菟

集
"
彼
仲
津
盲
レ
僕

又
欒
レ
芋
其
菓
冬

記名
剖
レ
符
疎
ル
白
-
鳥

窺
二
其
鳥
一
忽
化
ン
白

従
レ
ジ姿
一

レ
し

」

■

T

55

奏
上
弓
誰
感
二
天
′
地
ノ
瑞
一
雄

テ
　
　
ケ
リ

飛
-
翔

須
史
。

王
　
徳



(
一
三
丁
オ
)

レ
し
イ

淳
シ
英
名
喜
テ
且
仰
ク
紀
レ
状
奏
パ
楓

ケ
ン

屍
∵
-
脊
何
所

65

レ
苓
嵯
爾
治
-
國
ノ
臣
天
錫
二
爾
豊

乃
命
姓
輿
レ
國
千
秋
永
以
テ
遵
フ

闇
∵
國
ノ
民
一

延
喜
式
兵
部
省
豊
後
國
騨
馬

長
湯
田
布
各
五
疋
　
侍
馬

小
野
十
疋
　
荒
田
石
井
直
入
三
重
丹
生
高
坂

日
田
球
珠
大
野
海
部
大
分
速
見
郡
各
五
疋

古
注
ハ
悉
書
写
新
注
ハ
虞
二
随
テ
略
写
シ
倉
卒
恐
ク
ハ
書
写
謬
誤
有
ン

寛
政
十
一
年
冬
十
一
月
中
旬
従
村
瀬
氏
来
原
本
ヲ
見
書
写

讃
豊
後
風
土
記
詩
月
桂
寺
猫
園
禅
師
作
也
禅
師
者
安
永
六
　
酉
十
一
月
遷
化



二
、
筒
井
延
年
本
「
豊
後
国
風
土
記
」
　
に
つ
い
て

底
本
(
耶
馬
渓
文
庫
目
録
番
号
一
五
二
五
)
は
現
在
大
分
県
下
毛
郡
本
耶
馬
渓
町

曽
木
に
所
在
す
る
本
耶
馬
渓
町
立
耶
馬
渓
風
物
館
歴
史
資
料
館
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
施
設
は
昭
和
五
十
四
年
(
一
九
七
九
)
ま
で
岩
渕
精
次
郎
氏
が
主
宰
さ
れ

て
い
た
耶
馬
渓
風
物
館
耶
馬
渓
文
庫
が
本
耶
馬
渓
町
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

r
耶
馬
渓
文
庫
蔵
書
目
録
」
　
(
昭
和
五
十
一
年
霜
・
一
九
七
六
)
に
よ
れ
ば
、
耶
馬

渓
文
庫
は
嘉
永
七
年
二
八
五
四
)
備
後
国
安
那
郡
十
九
軒
屋
村
(
現
在
の
広
島
県

深
安
郡
神
辺
町
十
九
軒
尾
)
に
生
ま
れ
た
小
野
桜
山
(
積
、
.
通
称
虎
太
)
が
明
治
二

十
年
二
八
八
七
)
に
こ
の
地
に
移
り
住
み
、
明
治
二
十
六
年
に
古
書
・
典
籍
を
蒐

集
し
て
こ
れ
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
志
し
て
創
設
し
た
馬
渓
文
庫
に
始
ま
る
。
桜

山
の
意
志
が
そ
の
門
人
岩
渕
精
次
郎
氏
に
継
承
さ
れ
、
町
へ
の
寄
贈
後
も
、
岩
渕
家

の
献
身
的
協
力
に
よ
っ
て
維
持
管
理
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

桜
山
は
、
耶
馬
渓
定
住
以
前
に
諸
国
を
歴
遊
し
て
各
地
の
文
人
と
交
友
を
む
す
ぴ
、

文
庫
設
立
後
も
諸
国
を
奔
走
し
て
典
籍
類
の
蒐
集
・
保
存
に
努
力
し
た
が
、
底
本
も

ま
た
こ
う
し
た
桜
山
な
ら
び
に
岩
渕
家
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
な
お
同
館
に
は
筒
井
本
「
豊
後
国
風
土
記
」
と
な
ら
ん
で
「
豊
後
国
風

土
記
」
写
本
一
点
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
@

底
本
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
ご
と
く
佐
藤
氏
に
よ
る
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

再
考
す
べ
き
点
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
、
や
や
長
文
に
は
な
る
が
氏
の
書
誌
学

的
記
述
を
引
用
し
、
検
討
し
て
お
き
た
い
。

小
半
紙
判
袋
綴
本
、
竪
一
四
・
二
糎
、
横
二
一
・
二
二
糎
、
表
紙
紛
失
、
昔
文

庫
現
管
理
者
岩
淵
精
次
郎
氏
に
よ
っ
て
桑
皮
紙
の
表
紙
が
つ
け
ら
れ
、
鳥
の
子
の

題
茶
に
「
豊
後
國
風
土
記
」
の
外
題
が
左
肩
に
貼
っ
て
あ
る
。
こ
の
題
笛
は
破
損

紛
失
し
た
表
紙
に
つ
い
て
ゐ
た
も
の
ら
し
い
が
、
本
文
と
同
筆
で
は
な
い
。
本
書

は
一
種
の
註
稗
書
と
見
る
べ
き
も
の
で
、
(
中
略
)
初
菓
裏
に
「
豊
後
国
風
土
記
」

と
内
題
し
、
本
文
に
は
虚
々
割
註
が
あ
る
が
、
奥
書
に
い
ふ
古
注
と
は
久
老
以
前

の
も
の
を
い
ひ
、
新
注
と
は
久
老
以
後
の
も
の
を
指
し
、
久
老
が
校
本
に
引
用
し

た
書
紀
・
和
名
抄
等
の
参
酌
本
、
又
久
老
自
身
の
註
文
等
を
組
合
し
た
も
の
を
い

ひ
、
又
世
清
の
箋
稗
の
註
文
を
指
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
が
、
延
年
自
身
の
創
見

と
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
(
中
略
)
本
書
の
本
文
は
君
山
本
に
酷
似
し
、
三
十
箇

所
以
上
の
共
通
鮎
を
持
っ
て
ゐ
る
の
で
、
君
山
本
を
参
酌
し
て
ゐ
る
こ
と
は
明
か

で
あ
る
⑦
。

佐
藤
氏
の
底
本
・
筒
井
延
年
本
「
豊
後
国
風
土
記
」
に
関
す
る
認
識
は
、
荒
木
田

久
老
坂
本
や
唐
橋
世
済
『
箋
稗
豊
後
国
風
土
記
』
を
掛
酌
し
て
整
理
し
た
も
の
と
い

う
点
に
あ
り
、
そ
の
評
価
は
き
わ
め
て
低
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
は
一
九
八

七
年
秋
に
、
耶
馬
渓
文
庫
に
お
い
て
底
本
を
実
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
写
真
撮

影
を
許
可
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
際
に
佐
藤
氏
の
評
価
と
は
隔
絶
す
る
印
象
を
も
っ

た
。
以
下
、
書
誌
的
紹
介
か
ら
私
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

底
本
は
、
半
紙
本
で
縦
二
四
・
五
セ
ン
チ
、
横
一
七
・
五
セ
ン
チ
。
料
紙
は
槽
紙

で
袋
綴
、
共
紙
表
紙
と
な
っ
て
い
る
。
表
紙
に
題
答
(
縦
一
六
二
一
セ
ン
チ
横
三
・

五
セ
ン
チ
)
が
貼
ら
れ
て
外
題
「
豊
後
國
風
土
記
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
と

は
異
筆
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
実
見
時
に
は
、
「
桑
皮
紙
の
表
紙
」
で
は
な
い
。
遊
紙

は
な
く
、
本
文
十
三
枚
で
、
無
界
の
一
面
十
行
、
一
行
十
六
字
を
字
配
り
の
基
本
と

し
、
双
行
で
注
記
を
記
し
て
い
る
。
初
菓
表
に
「
豊
後
風
土
記
序
」
を
記
し
、
初
葉

裏
に
内
題
「
豊
後
國
風
土
記
」
と
記
す
。
十
三
枚
目
表
で
終
わ
り
、
十
三
枚
目
薬
が

裏
表
紙
を
兼
ね
て
い
る
。
本
文
の
書
風
は
貴
重
面
さ
は
う
か
が
え
る
が
や
や
角
張
っ

た
感
が
あ
り
、
端
正
と
は
言
い
が
た
い
。
全
文
同
筆
で
あ
る
。

底
本
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
古
注
」
と
明
記
す
る
部
分
と
、
諸
文
献
を
引
用
す
る
な

ど
し
て
注
釈
を
加
え
た
部
分
と
が
存
在
す
る
。
後
者
の
注
釈
(
奥
書
に
い
う
「
新
注
」
)

は
、
筒
井
延
年
が
「
余
探
質
甫
氏
之
蔵
得
之
而
珍
重
葛
。
然
而
謄
寓
。
樽
靴
。
鞋
讃
。

故
以
一
二
管
見
。
為
之
訓
註
」
と
識
語
に
述
べ
た
よ
う
に
、
安
永
八
年
(
一
七
七
九
)

以
前
の
講
読
に
あ
た
っ
て
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
延
年
ら
の

講
読
・
注
釈
作
業
の
内
容
が
底
本
に
記
述
さ
れ
た
箇
所
に
と
ど
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。

十
二
丁
某
か
ら
十
三
丁
表
に
記
載
さ
れ
た
「
讃
豊
後
風
土
記
」
を
詠
ん
だ
月
桂
寺

(
冒
且
後
国
志
』
に
よ
れ
ば
臼
杵
城
西
南
に
所
在
、
現
在
も
臼
杵
市
本
丁
で
法
燈
が
護

ら
れ
て
い
る
。
)
　
の
独
園
禅
師
ら
も
、
こ
の
講
読
の
会
に
参
加
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
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安
永
六
年
以
前
か
ら
継
続
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
日
本
書
紀
』
や
『
延
書
式
」
、

「
倭
名
類
呆
抄
』
な
ど
、
現
代
で
も
地
域
史
研
究
の
基
本
的
文
献
と
さ
れ
る
も
の
な
ど

を
照
合
し
、
さ
ら
に
当
時
の
随
筆
・
地
誌
な
ど
の
諸
本
を
も
あ
わ
せ
読
む
作
業
が
長

期
に
わ
た
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
延
年
ら
の
つ
く
り
あ
げ

た
注
釈
本
、
す
な
わ
ち
底
本
の
親
本
と
も
称
す
べ
き
注
釈
本
が
、
奥
書
に
み
え
る
ご

と
く
、
「
寛
政
十
一
年
冬
十
一
月
中
旬
従
村
瀬
氏
来
原
本
ヲ
見
書
写
」
さ
れ
た
際
に
、

「
古
注
ハ
悉
書
写
新
注
ハ
虞
こ
随
テ
略
写
」
さ
れ
た
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
筒
井
延
年
ら
の
注
釈
作
業
は
、
佐
藤
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
「
新
注
と
は

久
老
以
後
の
も
の
を
指
し
、
久
老
が
校
本
に
引
用
し
た
書
紀
・
和
名
抄
等
の
参
酌
本
、

又
久
老
自
身
の
註
文
等
を
組
合
し
た
も
の
を
い
ひ
、
又
世
済
の
箋
輝
の
証
文
を
指
し

て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
が
、
延
年
自
身
の
創
見
と
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
」
と
い
う
べ

き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

そ
も
そ
も
佐
藤
氏
が
前
述
の
よ
う
な
評
価
を
さ
れ
た
根
拠
は
、
「
古
注
」
と
「
新
注
」

と
を
荒
木
田
久
老
本
以
前
と
以
後
に
成
立
し
た
も
の
と
さ
れ
る
点
に
あ
る
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
氏
の
著
書
を
読
む
限
り
、
荒
木
田
久
老
本
を
基
準
に
し
て
、

底
本
を
吟
味
す
る
べ
き
理
由
が
み
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
筒
井
延
年
が

序
文
を
安
永
八
年
に
記
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
奥
書
に
は
こ
の
底
本
の
書
写
が
寛

政
十
一
年
二
七
九
九
)
　
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
一
考
だ
に
さ
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
諸
写
本
の
系
統
を
考
え
る
際
に
は
、
識
語
・
奥
書
に
注
意
を
は
ら

う
こ
と
が
ま
ず
第
一
に
必
要
と
さ
れ
る
が
、
底
本
が
注
釈
本
に
屈
す
る
こ
と
か
ら
無

視
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
孤
立
t
て
存
在
す
る
史
料
で
あ
る
か
ら
、
後
世
の
著
述
が
年
紀
を
遡

及
さ
れ
た
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
判
断
を
下
す
た
め
に
は
充
分
な

内
容
的
検
討
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
は
、
い
ま
だ
こ
こ
に
登
場
す
る

延
年
や
独
園
な
ど
の
人
物
像
を
完
全
に
は
確
認
し
き
れ
て
い
な
い
が
、
臼
杵
藩
に
筒

井
姓
の
家
臣
が
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
⑧
。

ま
た
、
底
本
の
注
釈
(
新
注
)
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
献
の
う
ち
、
r
和
爾
雅
」

は
元
禄
七
年
二
六
九
四
)
に
刊
行
さ
れ
た
貝
原
好
古
の
辞
書
で
あ
り
、
「
臥
遊
漫
抄
」

は
寛
延
二
年
(
一
七
四
九
)
刊
の
原
田
東
岳
の
随
筆
、
「
井
澤
長
秀
俗
説
沸
し
は
、
井

沢
長
秀
著
『
広
益
俗
説
排
』
の
こ
と
で
あ
り
正
徳
五
年
二
七
一
五
)
　
に
刊
行
さ
れ

た
考
証
随
筆
で
あ
る
。
ま
た
、
『
杜
陽
雑
編
』
は
中
国
唐
代
の
書
で
あ
る
。
『
佐
賀
関

速
吸
日
女
神
紀
暑
』
と
『
萩
園
雑
記
』
　
の
う
ち
、
前
者
に
関
連
し
て
は
井
沢
長
秀
著

「
速
吸
日
女
杜
記
」
と
「
速
吸
日
女
神
社
略
紀
」
　
(
東
大
図
書
館
蔵
)
が
知
ら
れ
る
が
、

異
同
等
を
確
認
し
え
て
い
な
い
。
『
萩
園
雑
記
』
な
る
書
物
は
現
存
し
な
い
よ
う
で
あ

る
が
、
新
井
白
石
に
『
荘
園
録
』
な
る
雑
記
文
が
あ
る
⑨
。
こ
う
し
た
関
連
文
献
な

ど
か
ら
考
え
て
も
現
段
階
で
、
年
代
上
の
作
為
を
想
定
す
る
べ
き
理
由
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
判
断
に
た
て
ば
、
筒
井
本
「
豊
後
国
風
土
記
」
が
、
寛
政
十
二
年

二
八
〇
〇
)
刊
の
荒
木
田
久
老
板
本
や
、
天
明
四
年
二
七
八
四
)
　
に
初
め
て
豊
後

と
の
関
係
を
も
ち
寛
政
十
年
か
ら
冒
且
後
国
志
』
編
纂
に
着
手
し
た
唐
橋
世
活
が
、

そ
の
編
纂
過
程
で
の
知
見
を
ま
と
め
た
『
箋
釈
豊
後
風
土
記
』
　
(
刊
行
は
文
化
元
年
・

一
八
〇
四
)
を
参
考
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

佐
藤
氏
の
評
価
に
は
年
代
的
混
乱
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
安
永
年
間
、
お
そ
ら
く
は
臼
杵
城
下
で
行
わ
れ
て
い
た
「
豊
後
国
風
土

記
」
　
の
講
読
の
会
で
は
、
ど
の
よ
う
な
写
本
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
底
本
の
本
文
部
分
に
つ
い
て
、
諸
本
と
の
校
合

に
も
と
づ
い
た
伝
本
上
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
現
在
の
筆
者
の
能
力
の
限
界
を
は
る
か
に
こ
え
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の

た
め
の
準
備
も
ま
っ
た
く
と
と
の
つ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
筒
井
延
年
本
「
豊
後

国
風
土
記
」
　
の
翻
刻
の
過
程
で
気
づ
い
た
幾
つ
か
の
点
を
述
べ
て
後
日
を
期
す
る
と

と
も
に
、
先
学
諸
賢
の
ご
検
討
・
ご
教
示
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

底
本
が
注
釈
書
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
親
本
の
字
配
り
な
ど
は
不
明
と
せ
ざ
る

を
え
な
い
が
、
郷
の
所
在
地
な
ど
の
行
取
り
な
ど
は
明
確
で
あ
る
。
底
本
は
す
べ
て

一
行
取
り
で
あ
り
、
植
垣
氏
前
掲
論
文
に
よ
る
と
、
同
じ
形
式
は
神
宮
文
庫
所
蔵
千

春
本
と
国
会
図
書
館
所
蔵
榊
原
乙
本
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
底
本
で
は
、
こ
の
郷

の
所
在
地
を
記
し
た
部
分
は
「
某
字
古
註
(
注
)
」
の
表
記
を
付
し
て
い
る
。

こ
の
「
古
注
」
　
の
部
分
は
、
寛
政
十
一
年
に
底
本
が
書
写
・
抄
録
さ
れ
た
際
に
も
、

悉
く
書
写
し
た
と
さ
れ
、
全
部
で
五
十
六
ヶ
所
存
在
す
る
。
こ
れ
を
内
容
か
ら
検
討
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す
る
と
、
二
つ
に
大
別
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
流
布
本
の
祖
本
と
も

い
う
べ
き
冷
泉
家
本
「
豊
後
国
風
土
記
」
の
本
文
中
に
す
で
に
双
行
で
注
記
的
に
記

載
さ
れ
て
い
る
語
句
を
「
古
註
」
と
し
て
い
る
も
の
と
、
そ
れ
以
外
の
語
句
を
「
古

註
」
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
前
者
は
四
十
一
ヶ
所
、
後
者
十
六
ヶ
所
二
カ
所
重
複
)

で
あ
る
。
後
者
は
、
「
一
無
花
字
」
　
(
二
丁
り
)
、
「
奉
一
作
學
」
　
(
二
丁
ウ
)
、
「
舞
一
作
訴
」

(
三
丁
オ
)
、
「
桑
一
作
垂
」
　
(
五
丁
オ
)
、
「
川
一
作
河
」
　
(
六
丁
オ
)
、
「
靡
一
作
排
」

(
七
丁
オ
)
、
「
一
作
小
行
鹿
奥
」
　
(
七
丁
オ
)
、
「
一
作
小
行
鹿
宮
」
(
七
丁
オ
)
、
「
日
一

作
目
」
　
(
七
丁
オ
)
、
「
生
藻
一
作
生
海
藻
」
　
(
八
丁
オ
)
、
「
脊
一
作
放
」
　
(
九
丁
ウ
)
、

「
一
無
山
字
」
　
(
九
丁
ウ
)
、
「
放
免
一
作
免
殺
」
(
十
一
丁
り
)
、
「
一
作
不
喫
鹿
」
　
(
十

一
丁
り
)
、
「
焉
一
作
輿
」
　
(
十
一
丁
ウ
)
、
「
深
一
作
隋
」
　
(
十
二
丁
ウ
)
と
あ
る
よ
う

、

に
、
い
ず
れ
も
過
去
の
書
写
段
階
で
の
諸
本
と
の
校
異
の
結
果
が
、
書
写
に
際
し
て

の
注
記
と
さ
れ
、
そ
の
後
の
伝
写
過
程
で
、
本
来
の
注
記
と
同
一
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
底
本
の
親
本
を
考
察
す
る
場
合
、
配
慮
す
べ
き
箇
所

で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
「
一
無
花
字
」
や
一
丁
ウ
の
「
郷
四
十
里
一
百
一
十
四
一
作
三
」
は
天

理
乙
本
系
に
み
え
、
九
丁
り
「
聾
一
作
放
」
は
早
稲
田
本
に
み
え
る
が
、
他
の
諸
本

に
は
み
い
だ
せ
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
三
丁
オ
「
耕
一
作
訴
」
は
、
佐
藤

氏
や
秋
本
氏
さ
ら
に
田
中
氏
ら
の
校
訂
本
で
も
校
異
が
た
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、
「
放
免

一
作
免
殺
」
の
部
分
も
「
殺
免
」
と
す
る
写
本
の
存
在
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
「
免

殺
」
　
の
例
は
引
か
れ
て
い
な
い
。

本
文
部
分
で
も
二
丁
オ
「
日
晩
。
僑
宿
」
に
つ
い
て
、
佐
藤
・
秋
本
両
氏
の
校
訂

本
で
は
「
偶
」
「
偏
」
な
ど
の
諸
本
が
と
ら
れ
ず
に
、
荒
木
田
久
老
本
・
伴
信
友
本
・

君
本
(
春
日
政
治
氏
所
蔵
『
豊
後
風
土
記
辞
」
)
な
ど
に
よ
っ
て
「
僑
」
を
あ
て
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
延
年
本
の
成
立
よ
り
新
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
二
丁
ウ
の
「
車
状
奏
聞
」
　
の
「
奉
」
は
「
學
」
と
す
る
写
本
が

多
く
、
諸
氏
の
校
訂
本
は
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
が
、
「
奉
状
」
　
の
写
本
は
紹
介
さ
れ
て

い
な
い
。
十
一
丁
ウ
の
田
野
に
関
す
る
記
述
も
諸
本
と
の
異
同
が
大
き
い
よ
う
で
あ

り
、
今
後
の
本
格
的
研
究
を
期
し
た
い
。

な
お
、
講
読
の
過
程
で
、
筒
井
延
年
ら
も
他
の
諸
本
と
の
校
合
を
行
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
り
、
三
丁
り
一
〇
行
、
六
丁
オ
九
行
、
九
丁
オ
六
行
、
一
〇
丁
オ
四
行
、
十

一
丁
オ
一
行
、
十
二
丁
ウ
ニ
行
な
ど
に
そ
の
あ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
語
義
に
対
す

る
検
討
、
「
日
本
書
紀
」
な
ど
古
典
と
原
文
の
表
現
形
式
に
つ
い
て
の
比
較
検
討
な
ど
、

彼
ら
の
其
撃
な
作
業
は
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
天
皇
」
な
ど
の
表
記
に
際
し
て
の
閉
字
な
ど
も
、
諸
本
分
類
の
基
準
と
さ
れ
る
が
、

底
本
の
場
合
は
、
「
豊
後
風
土
記
序
」
　
の
部
分
で
は
閉
字
を
配
し
て
い
る
の
に
対
し
、

本
文
部
分
で
は
配
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
延
年
ら
の
意
志
で
は
な
く
、
テ
キ
ス
ト

と
な
っ
た
親
本
に
、
閉
字
が
配
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
新
注
」
　
の
部
分
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
前
述
し
た
よ
う
に
参
照
し
た
文
献
や
、
そ

の
引
用
の
あ
り
か
た
な
ど
か
ら
み
る
と
、
そ
の
態
度
が
極
め
て
考
証
的
で
あ
る
こ
と

に
注
目
し
た
い
。
「
豊
後
国
風
土
記
」
　
の
諸
注
釈
本
に
み
え
る
注
釈
を
集
成
さ
れ
た
植

垣
氏
の
労
作
を
参
考
に
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
の
注
釈
は
十
八
世
紀
の
注
釈
と
し
て
は
、

レ
ベ
ル
の
高
い
部
類
に
属
す
る
と
考
え
る
。
確
か
に
、
寛
政
年
間
後
半
の
唐
橋
世
済

ら
に
よ
る
冨
且
後
国
志
』
編
纂
に
並
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
箋
釈
豊
後
風
土
記
』

な
ら
び
に
三
見
後
風
土
記
注
し
な
ど
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
内
容
・
量
、
さ
ら
に
は

地
域
性
そ
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
見
劣
が
す
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
世

済
ら
の
作
業
は
、
い
わ
ば
豊
後
岡
藩
の
総
力
を
結
集
し
た
作
業
で
あ
る
こ
と
を
想
起

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
筒
井
ら
の
作
業
が
ど
の
よ
う
な
組
級
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か

は
未
詳
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
藩
権
力
が
関
与
し
た
可
能
性
は
考
え
が
た
い
の
で
あ
る
。

延
年
ら
の
講
読
と
注
釈
の
営
み
は
、
唐
橋
世
済
ら
の
作
業
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
り
、

い
わ
ば
、
地
域
の
人
々
に
よ
る
「
豊
後
国
風
土
記
」
理
解
の
囁
矢
と
し
て
高
く
評
価

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

む
す
び
に
か
え
て

奈
良
時
代
の
前
半
に
指
示
さ
れ
、
各
国
か
ら
上
進
さ
れ
た
「
豊
後
国
風
土
記
」
は
、

一
二
〇
〇
年
以
上
の
時
間
の
な
が
れ
の
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
に
そ
の
目
的
が
変
化
し

な
が
ら
伝
写
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
中
央
か
ら
み
た
地
域
把
抱
の
手
段
か
ら
、
地

ヽ

l

ノ

95



城
に
生
き
る
た
め
の
地
域
理
解
の
手
段
・
素
材
へ
の
変
化
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
豊
後
国
風
土
記
」
　
の
場
合
、
そ
の
転
換
は
十
八
世
紀
後

半
以
後
の
、
地
域
に
そ
く
し
た
風
土
記
考
証
の
展
開
以
後
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
従
来
低
い
評
価
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
筒
井
延
年
本
「
豊
後
国
風

土
記
」
が
、
こ
う
し
た
風
土
記
理
解
の
晴
夫
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
観
点
か

ら
筆
を
執
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
当
否
は
、
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
確
か
め
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
共
通
の
研
究
素
材
の
提
供
を
実
現
し
て
、
な
ん
と

か
検
証
の
第
一
歩
を
踏
み
だ
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
前
途
の
厳
し
さ
を
痛
感
し

つ
つ
摘
筆
す
る
こ
と
と
す
る
。

注
①
「
豊
後
国
風
土
記
』
　
の
成
立
や
そ
の
伝
来
、
研
究
史
な
ど
に
つ
い
て
は
拙
稿

「
冒
且
後
国
風
土
記
』
研
究
史
序
論
」
(
大
分
県
地
方
史
一
五
五
号
、
一
九
九
四
年

刊
)
な
ら
び
に
「
r
豊
後
国
風
土
記
し
　
の
成
立
」
　
(
「
風
土
記
の
考
古
学
四
　
豊
後

国
風
土
記
の
巻
し
所
収
、
一
九
九
四
年
同
成
社
刊
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

③
植
垣
節
也
氏
「
豊
後
国
風
土
記
の
伝
写
に
つ
い
′
て
」
(
親
和
女
子
大
学
　
親
和
国

文
六
、
一
九
七
三
年
刊
)
、
同
氏
「
豊
後
国
風
土
記
四
本
集
成
」
　
(
風
土
記
研
究

八
、
一
九
八
九
年
刊
)
」
。

③
田
中
卓
氏
r
神
道
大
系
古
典
福
・
風
土
記
』
解
題
二
九
九
四
年
神
道
大
系
編

纂
会
刊
)
。

④
冨
且
後
風
土
記
之
研
究
し
　
(
一
九
五
六
年
明
治
書
院
刊
)
.
。

⑤
秋
本
吾
郎
氏
『
風
土
記
の
研
究
』
　
(
一
九
六
三
年
大
阪
経
済
大
学
後
援
会
刊
、
ミ

ネ
ル
バ
書
房
発
売
)
。
氏
の
成
果
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
・
風
土
記
」
　
二
九

五
八
年
岩
波
書
店
刊
)
　
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
植
垣
節
也
氏
も
前
掲
親
和
国
文

六
号
掲
載
論
文
に
お
い
て
、
入
手
さ
れ
た
写
真
版
に
よ
り
改
行
・
記
述
形
式
な

ど
を
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
写
真
が
不
鮮
明
な
た
め
文
字
の
異
同
な
ど
詳
細
は

不
明
と
し
て
、
伝
写
の
考
察
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
後
の
「
豊
後

国
風
土
記
・
古
注
集
成
稿
」
　
(
上
)
　
(
下
)
　
(
親
和
国
文
八
(
一
九
七
四
年
)
、
同

十
一
(
一
九
七
七
年
)
)
で
も
、
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

⑥
耶
馬
渓
文
庫
本
「
豊
後
国
風
土
記
」
(
目
録
番
号
一
五
二
六
)
に
つ
い
て
も
佐
藤

氏
が
『
豊
後
風
土
記
之
研
究
」
で
紹
介
を
さ
れ
て
い
る
。
氏
の
紹
介
に
付
言
す

る
な
ら
ば
、
同
写
本
表
紙
右
上
隅
に
「
竹
内
貫
順
所
寄
全
一
冊
」
と
の
記
載
が

あ
る
。

⑦
前
掲
著
書
第
一
草
第
二
節
。

⑧
月
桂
寺
の
現
ご
住
職
に
よ
れ
ば
、
独
園
禅
師
は
月
桂
専
任
職
で
あ
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
『
臼
杵
史
談
』
二
七
号
(
一
九
三
八
年
)
　
の
「
第
四
回
臼
杵

苦
蹟
巡
り
記
」
に
、
宝
暦
五
年
二
七
五
五
)
　
に
死
去
し
た
臼
杵
藩
の
文
人
で

あ
り
、
子
弟
の
教
授
に
も
あ
た
っ
た
筒
井
l
歩
(
名
は
惟
精
)
　
の
墓
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

⑨
諸
文
献
の
概
略
は
『
補
訂
版
増
補
国
書
総
目
録
』
二
九
八
九
～
九
〇
年
岩
波
書

店
刊
)
に
よ
る
が
、
『
広
益
俗
説
排
』
に
つ
い
て
は
平
凡
社
東
洋
文
庫
本
(
一
九

八
九
年
刊
)
　
の
解
説
等
を
参
考
に
し
た
。

(
付
記
)
筒
井
本
「
豊
後
国
風
土
記
」
の
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
邪
馬
渓
風
物
館
か
ら
、

ご
快
諾
を
い
た
だ
き
、
深
謝
い
た
し
ま
す
。
と
く
に
種
々
お
世
話
を
い
た
だ
い
た

副
館
長
岩
渕
玄
氏
に
は
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
閲
覧
以
後
、
翻

刻
ま
で
長
い
年
月
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
丘
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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